
審議会における水道料金の改定経過

使用料金（円）
（2カ月 税込）

一般家庭13㎜50㎥
使用料金

平成７年度 平成7年9月28日
Ｈ8.4
（3月検針
分）から

5,190
平均

9.09%

企業債償還資金及び石綿管更新
事業に充当するため改定
◎昭和62年以来の改定
※消費税3％

平成１０年度 平成10年10月21日 5,290 据え置き

現行料金を平成11年度まで1
か年据え置くことが適当、また
平成12年4月以降の料金につ
いては再度検討を要する
※消費税5％

 平成１１年度

（前回１年据え置
きとしたため１年
後の11年度に開
催）

平成11年10月22日
H12.4
（3月検針
分）から

6,120
平均

15.8%

配水池の建設、老朽石綿管の布
設替え等、施設整備拡充に伴い
改定

平成１４年度 平成14年11月6日
Ｈ15.4.1
使用分から 6,930

平均
7.07%

計算しやすい料金表示形態を採
用、さらに超過料金段階別方式
廃止により改定

平成１７年度 平成17年11月24日 6,930 据え置き 引き続き経営努力に努める

平成２０年度 平成20年10月29日 6,930 据え置き 引き続き経営努力に努める

平成２３年度 平成23年10月27日 6,930 据え置き 引き続き経営努力に努める

平成２６年度 平成27年2月4日 7,120 据え置き
引き続き経営努力に努める
※消費税8％

平成２９年度 平成30年3月23日
7,120

（現在7,260）
据え置き

引き続き経営努力に努める
※消費税10％ （Ｒ元.10.1～）

令和２年度 令和3年4月30日 7,260 据え置き 引き続き経営努力に努める

令和５年度 令和6年11月20日 7,260 据え置き 引き続き経営努力に努める

【大町市水道事業等経営審議会】

【大町市水道料金審議会】

【大町市上下水道事業経営審議会】

審議年度 答申日
改定適用

年月
改定率 備　考

平成１８年１月１日《大町市、八坂村、美麻村の１市２村が合併し、新しい大町市が誕生》

資料 ３
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【大町市上下水道事業経営審議会】

【大町市水道事業等経営審議会】

平成２６年度 平成27年2月4日

八坂・美麻と大町の料金格差の解消に
ついて、簡易水道事業は一般会計から
の繰り出しが多く、料金の統合は慎重
に判断することが必要。

（付帯意見）
公営簡易水道事業の料金を水道事業の
料金と同水準とすることに関して、市
長部局と協議しながら検討を深める。

審議会における統合に関する審議経過

審議年度 答申日 答申内容審議内容

令和５年度 令和6年11月20日

今後の事業運営の方向性については、
国の施策に基づき、将来、水道事業と
公営簡易水道事業との事業統合を視野
に入れながら、運営基盤の強化を図る
とともに、今後は、料金水準の地域格
差の解消に取り組んでいく必要があ
る。また、これらについては、企業会
計移行後の公営簡易水道事業における
財務状況及び経営指標等を踏まえた経
営分析を行い、令和７年度以降にあら
ためて両事業の経営審議会を開催し、
課題解決に向けて料金水準及び料金体
系など具体的な事業運営の方向性を検
討すること。

平成２９年度 平成30年3月23日

（附帯意見）
公営簡易水道事業の料金に関し、水道
料金との格差について検討を行うこ
と。

令和２年度 令和3年4月30日

簡易水道が特別会計であったため、審
議会で審議するには条例改正が必要。

簡易水道事業が地方公営企業法の適用
になった時点で、統合や料金体系につ
いて両事業一緒に審議することを確
認。

合併協議の経過、公営簡易水道事業の
現状や国の施策などを踏まえ、今後の
両事業の方向性について検討。

令和４年度 令和5年4月10日

今後の大町市公営簡易水道事業の運営
については、大町市水道事業と事業統
合を行うことで、料金設定の課題の検
討や国庫補助金等有利な財源の活用に
ついて効果が見込まれるものの、水道
事業にも影響を与える懸念があること
に鑑み、企業会計移行後の決算数値等
を踏まえた経営分析を加えたうえで、
あらためて、令和７年度以降に両事業
の経営審議会において両事業の統合等
具体的な方向性について検討するこ
と。

【公営簡易水道事業審議会】

令和元年度 令和2年6月24日

（付帯意見）
公営簡易水道事業の料金に関し、大町
市水道事業との料金格差等について引
き続き積極的な検討を行い、令和４年
開催予定の簡易水道審議会において協
議すること。

・企業会計へ移行等検討。
・長期的な事業運営に向けた方向性の
検討。

・合併以降の経過、上水道との統合の
メリット、デメリットについて国の動
向等を踏まえた検討。
・企業会計への移行を検討。

2



��������	
��
�����

	
����������������

�� !"#$%&'(

)*+,(-.

/01234256

789:;<
==>?@AB

3



���

�����

�����������	
������	�����
����
�����������

������	����
������
����������� 

��	!������"#$
%������
�&���&��	��$���'����

����"#$��&������ 

������
�"#�($��	!����������
����(���� ���
�

���(�$������
������(���$������
������(�)*�

�� 

��	!������$���'��"#(���)���	+���,��-����
�

&���&��	����$�
'����,������
$����.!���'���

��,��� 

����$��/���	!���������01"$������ 

�

�	! 
�& ��&


% .! 
% .! 
% .!

��"#��2�3

��� ��422 ��422 ��522 ��522 ��522 ��522 

!�"#�6�3

�"�� ��72 ��72 �4�2 ���2 ���2 ���2 

���01" ��2 ��2 ��22 ��2 ���2 ��2 

��8�
%"#�"-�$��	!���&$9��
�&$9��#$�-�� ���.!�"#�"-�$�

�9�"#�#$�-�� 

�

�	! 
�& ��&


% .! 
% .! 
% .!

01���42�3

� 4�532 4�532 7�322 3�3:2 3���2 3�3:2 

 !;"#$%&''(<)<=*>=?+,-./

 @012<3/45?+67.

A%&88(<)<B9:;'&<$==>�"#=9??+@ABC

DEFGHI

JKLMN

����O�"�%�
�#�P���#$��/���	!���������� 

�
 �	! 
�& ��&

�3QQ 3���22 �5��222 �52�222 

42QQ C7�222 �5��222 4���222 

�&

'�01�D$E

R����(�1

"#$�)

��1#��*�

$
�"#F)+

�

 S4�T+,-./

.�!

3���22 

C7�222 

4

jp23024
ハイライト表示



審議会における両事業の統合の方向性について 

 

両事業の現状と課題 国の意向 合併時の調整内容 

・給水収益の減少 

・施設の更新需要の増加 

・適切な事業運営と持続

性の確保 

・区域拡大から運営基盤

強化への転換 

・広域連携や事業統合に

ついて推進 

・将来的に事業を統合す

る方向性 

・料金水準の格差 

 

 

【 大町市水道事業として検討すべき課題 】 

① 統合による経営の一体化、管理の一体化等による運営基盤の強化 

② 同一行政区域内における地域（料金）格差の解消 

 

 

事業統合等を見据えた具体的な方向性 

令和４年度簡易水道審議会での答申（抜粋） 

今後の大町市公営簡易水道事業の運営については、大町市水道事業と事業

統合を行うことで、料金設定の課題の検討や国庫補助金等有利な財源の活用

について効果が見込まれるものの、水道事業にも影響を与える懸念があるこ

とに鑑み、企業会計移行後の決算数値等を踏まえた経営分析を加えたうえで、

あらためて、令和７年度以降に両事業の経営審議会において両事業の統合等

具体的な方向性について検討すること。 

 

令和６年度水道事業等経営審議会での答申（抜粋） 

今後の事業運営の方向性については、国の施策に基づき、将来、水道事業と

公営簡易水道事業との事業統合を視野に入れながら、運営基盤の強化を図る

とともに、今後は、料金水準の地域格差の解消に取り組んでいく必要がある。

また、これらについては、本年度、企業会計移行後の公営簡易水道事業におけ

る財務状況及び経営指標等を踏まえた経営分析を行い、令和７年度以降にあ

らためて両事業の経営審議会を開催し、課題解決に向けて料金水準及び料金

体系など具体的な事業運営の方向性を検討すること。 
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（諮問１「公共下水道及び農業集落排水施設の使用料について」審議）

　　　　●【第1回】9月26日
　　　　　下水道の現状を確認
　　　　　使用料の基本情報を共有

　　●【第2回】10月20日 
　　　具体的な使用料を検討 

　●【答申】11月25日
　　最終的な使用料の案を決定
　　「使用料算定期間R7から
　　R９まで使用料は据え置く」

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

（諮問２「水道事業と公営簡易水道事業の統合及び水道料について」審議）

　　　　●【第3回】4月23日
　　　　　審議経過及び日程について
　　　　　両事業の現状について

　　　　●【第4回】5月下旬
　　　　　両事業の課題について
　　　　　統合の方向性について

　●【5回】7月上旬
　　収支計画について
　　料金体系について

　●【第6回】8月上旬
　　最終調整
　　答申内容について

●【答申】9月上旬
　統合の方向性について
　水道料金について

　　

１２月

令和７年度

令和８年度

審議会スケジュール

9月 １０月 １１月
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